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౎৺෦ڱখ஍ʹ͓͚Δ௒ߴ૚ɾେਂ౓Ϗϧݐઃख法の঺հ
ʮ͋΂のハϧΧεʢѨ෦໺ڮλʔϛφϧϏϧʣʯλϫʔؗݐઃ工ࣄの施工ํ法

஛　಺　੣　Ұ

大ࡕの౎৺部に現在建ઃ中の「あ΂のハϧカス（Ѩ部໺ڮλʔϛφϧϏϧ）」λϫʔ （ؗ以下「λϫʔؗ」）
は，ਓ௨りやަ௨ྔが多いಓ路に 3 方を໘する狭খ地の敷地いっͺいにそͼえ立つ，地下 5 階（ਂさ
30 N）・地上 60 階（高さ 300 N）の௒高層・大ਂ度Ϗϧである。建ઃにあたっては敷地पลのঢ়͔گΒ，
ᶃ建物内部のं྆動ઢ・଴ػϠʔドの֬อ，ᶄՙ͖ࡹ・ストッΫ・༲ॏ等ࣄ޻Ϡʔドの֬อ，ᶅपลಓ路
にަ௨ौ଺をҾ͖ىこさないたΊのൖग़入ं྆の࡟減・平४Խ，ٴͼᶆ建物֎部にܾして物をඈདྷ・མ下
させないことが課題であった。本報では，೗ԿにしてこΕΒの課題をࠀ෰した͔，新規։発޻法もؚΊて
以下に঺հする。
キーワード：ハϧカス，௒高層，大ਂ度，狭খ地，Ϡʔド

1．はじめに

λϫʔؗ建ઃܭը地は，地下మ御ಊےઢ，地下మ୩
ொઢ，ࡖࡕઢٴͼ +R 在དྷઢに近઀する。東ଆにྡ઀
するӦۀ中の近మඦ՟ళѨഒ໺ళ本ؗ（現「あ΂のハ
ϧカス近మ本ళ΢Οϯάؗ」，以下「本ؗ」）1 階部෼
には，近మ南大ࡕઢ大ࡕѨ部໺ڮӺを内在する。また，
ը地の北ܭ ŋ 南 ŋ 西໘がਓ௨りやަ௨ྔの多いಓ路に
໘する中で，敷地ڥ界いっͺいに 300 N の௒高層Ϗ
ϧがそͼえ立つܭըであった（図─ 1）。

2．  準備工事（旅客動線切り替え，本館改修
及び旧館解体）

λϫʔؗに建てସえをߦう近మඦ՟ళѨഒ໺ళؗچ

（以下「ؗچ」）の 1 階部෼に位置する大ࡕѨ部໺ڮӺ
西ίϯίʔスは，近మ南大ࡕઢ͔Β地下మ御ಊےઢఱ
ԦࣉӺٴͼ +R ఱԦࣉӺ΁のཱྀ٬動ઢの中৺であっ
た。そこでؗچղମにઌ͚ۦ，Ӻίϯίʔスをؗچの
֎部΁Ҡઃした。۩ମ的には，図─ 2 にࣔすように
2007 年 12 月より大ࡕѨ部໺ڮӺϓラットフΥʔムを
東にԆ৳し，ྻ 位置を東΁ࢭఀं 30 N 手લにҠ動し，
新たなίϯίʔスを本ؗ 1 階部෼にઃ置した。ߋに，
ཱྀ٬動ઢである地下ಓۥମを֦෯し，਺度にわたり動
ઢを੾りସえることにより，第三者の安全性を֬อし
ながΒཱྀ٬動ઢを一度もःることなくࣄ޻をਐΊるこ
とを可能とした。2008 年 6 月͔Βは，ؗچղମ中ٴ
ͼλϫʔؗ建ઃ中もӦۀをଓ͚る本ؗ部෼を૿চ ŋ ੔
උする改修ࣄ޻をߦった。改修ࣄ޻後の 2009 年 3 月
～ 12 月に，ؗچ部෼のղମをߦった。

3．タワー館新築工事

（1）総合仮設計画
λϫʔؗ新築ࣄ޻にあたっては，建物内部のं྆動

ઢ・଴ػϠʔドの֬อٴͼࡐࢿのՙ͖ࡹ・ストッΫ・
༲ॏ等のࣄ޻Ϡʔドの֬อが大͖な課題であった。こ
の課題をࠀ෰するたΊに，࣍のରࡦを施した（図─ 3，
4）。
ᶃं྆動ઢの֬อ

2 階ٴͼ 3 階の一部を後施޻とし，1 階を大ࣄ޻ܕ
ं྆がࣗ༝に͖ߦདྷで͖るۭ間を֬อした。

特集＞＞＞　建築

図─ 1　付近見取図
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ᶄ 1 階ՙ͖ࡹ・༲ॏϠʔドの֬อ
޻さない建物の一部を後施΅ٴをڹఔに大͖なӨ޻

とし，1 階͔ΒΫレʔϯで直઀ࡐࢿを༲ॏで͖るϠʔ
ドを֬อした。後施޻としたのは，建物北西部Τレϕʔ
λシャフトの 2 階͔Β 21 階部෼（平໘ੇ法໿ 21 N
ʷ 20 N），ٴͼ建物南部ళฮの 2 階͔Β 3 階部෼（平
໘ੇ法໿ 20 N ʷ 7 N）である。
ᶅۭۀ࡞間の෼཭

1 階と地下 1 階をԟདྷで͖るԾઃスロʔϓをઃ͚，

1 階はൖ入మࠎ等のՙ͖ࡹ・༲ॏϠʔド，地下 1 階は
生ίϯंϠʔドとし，͝ࣄ޻とにϠʔドを෼཭した。
ᶆ࣌ۀ࡞間の෼཭

౔のൖग़を໷間に࡟۷ 1 階͔Βߦうܭըとしてۀ࡞
と෼཭し，Ϡʔドの֬อとൖग़入ं྆୆ۀ࡞間をଞ࣌
਺の平४Խ（னは༲ॏࡐࢿӡൖंと生ίϯं，໷は۷
。౔ൖग़μϯϓトラッΫが入ୀ৔する）をਤった࡟
ᶇ上ۭϠʔドの活用

16 階より上階のΦフΟス階部෼，38 階より上階の
ϗテϧ階部෼の建方࣌には，建物ܗঢ়が 16 階ٴͼ 38
階部෼で南ଆにηットόッΫしていくたΊ，֤ʑの԰
上部෼を第 2，第 3 のストッΫٴͼ༲ॏϠʔドとして
ར用した。ࡐࢿの༲ॏに関しては，上ۭϠʔドに༲ॏ
するΫレʔϯと建方Ϋレʔϯを෼཭することにより，
建方の効཰Խをਤった。地上のओཁ༲ॏػは 900 t・N

図─ 2　工事ステップ

図─ 3　総合仮設設計画図（断面）

図─ 4　16階仮設計画図（平面）
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Ϋラスٴͼ 730 t・N Ϋラスの大ܕλϫʔΫレʔϯを
4 ୆ܭըし，高層部෼でηットόッΫする建物ܗঢ়に
合わせて，ஈ階的にΫレʔϯ୆਺・能ྗを࡟減するܭ
ըとした。
ᶈΫレʔϯの建物内部ઃ置

建物内部にԾઃ։ޱをઃ͚，大ܕΫレʔϯである
25 t ௻テϧハをઃ置した（写真─ 1，2）。この 19 階
চ下にઃ置したテϧハにより，建物内部において 1 階
͔Β 16 階までபమࠎをؚΉࡐࢿを༲ॏした。ߋに，
16 階に 2 ୆のి動ࣜ大ܕਫ平ӡൖ୆ （ंϐットレシʔ
όʔ）をઃ͚，テϧハで༲ॏしたࡐࢿを 16 階԰上ηッ
トόッΫ部の上ۭϠʔドまでਫ平ӡൖで͖るシステム
とした。テϧハは，建物内部にあるたΊ༲ॏۀ࡞が強
෩等のఱީにࠨӈさΕない，λϫʔΫレʔϯが࢖用す
るوॏな֎部 1 階ՙ͖ࡹ・༲ॏϠʔドをඞཁとしない
といったメリットがあった。

（2）地上工事採用構工法
（B）スライドカόʔ޻法
地上 300 N にୡする本建物において，֎प部での

མ下 ŋ ඈࢄ物ཆ生方法を֬立することは，施޻にお͚
る最ॏཁ課題であった。༷ʑな޻法をݕ౼した݁果，
߶性の高いトラスフレʔムを༗する༉ѹせり上͛ࣜの

ཆ生࿮（スライドカόʔ޻法）を࠾用した（写真─ 3，
4）。本޻法を࠾用することにより，最上部のమࠎ建
方は，पғをཆ生࿮で෴わΕた安全なঢ়ଶで施޻する
ことがで͖た。スライドカόʔの下部には，֎装カʔ
テϯ΢Υʔϧの༲ॏ・取෇ۀ࡞用Ϋレʔϯとして 1t
௻テϧハをઃ置した。こΕによりλϫʔΫレʔϯの༲
ॏ負ՙをܰ減し，޻期୹ॖをਤった（図─ 5）。また，
ສが一֎部に物がམ下した৔合のରࡦとして，֎प部
に๷ޢ構୆ٴͼせりग़し෯ 7.5 N の๷ޢ୨である「大
ேإ」をઃ置した（写真─ 5）。このேإは，地上
300 N ͔ΒϘϧトがམ下してもேإのమ൘を؏௨しな
いように，མ下のিܸΤωϧΪʔ͔Βࢉܭしてమ൘൘
ްを 9 NN とઃఆした。
（C）λϫʔΫレʔϯ用制震装置の։発とద用
大地震が発生したࡍにλϫʔΫレʔϯが損壊・౗壊

するのを๷͙たΊ，༷ʑなରࡦを施した。その一つと
して，λϫʔΫレʔϯ用制震装置を新規に։発し，౰
ϓロジΣΫトに実ద用した（写真─ 6）。本装置を用
いることにより，東南ւ・南ւ地震発生࣌にλϫʔΫ

写真─ 2　25 t 吊テルハ（揚重時）

写真─ 1　25 t 吊テルハ（トロリー他全景）

写真─ 3　スライドカバー（矢印部分）

写真─ 4　スライドカバー（鉄骨建方中）
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レʔϯ௖部のԠ౴Ճ଎度を最大で 61ˋ௿減で͖るこ
とをղੳ上で֬ೝした。また，制震装置を取り෇͚た
λϫʔΫレʔϯを強制的に༳Βす実ݧを現地でߦった
とこΖ，λϫʔΫレʔϯ௖部のԠ౴Ճ଎度は，制震装
置がແい৔合にൺֱしてより早くఆৗঢ়ଶになること
を֬ೝした。

（3）地下工事採用構工法
（B）۷࡟౔࠶ར用࿈น（5S8）޻法
ܭ 5 つの在དྷઢにғまΕた中で地下 30 N の大ਂ度

Ίนがඞཁでཹࢁを可能とするたΊ，高߶性の࡟۷
あった。௨ৗのιイϧபྻนではਊࡐ഑置間ִに制໿
が生͡，น߶性の֬อがࠔ೉である。そこで，ਊࡐを
より狭い間ִで഑置で͖る౰ࣾอ༗ٕज़である۷࡟౔
ར用࿈น（5BLeOBLB SoJMDeNeOt 8BMM࠶ ʹ 5S8）޻
法を࠾用した（図─ 6）。こΕは，地中࿈ଓน۷ػ࡟
を用いて۷࡟をߦい，۷࡟౔を地上のϓラϯトでηメ
ϯトϛϧΫとࠞ合֧፩してιイϧηメϯトを੡଄し，
トレϛʔ؅を用いてଧઃする޻法である。本޻法࠾用
により，۷࡟౔のうͪ໿ 7,000 N3 を࠶ར用すること
がで͖，۷࡟౔ൖग़ं྆を໿ 1,400 ୆෼࡟減した。つ
まり，建ઃ෭࢈物の཈制と，۷࡟౔ൖग़ं྆のഉؾΨ
ス中にؚまΕるԹࣨ効果Ψス発生を཈制する，ڥ؀に
ඇৗに഑ྀした޻法である。ߋに，ཹࢁΊਊࡐを本ઃ
の鉛直࣋ࢧ部ࡐとしてධՁする「5S8 น޻ߌ法」を
޻と施ܭ減し，ઃ࡟をߌ用することにより֎प部の࠾
の合ཧԽをਤった。

図─ 5　スライドカバー工法

写真─ 5　防護棚「大朝顔」

写真─ 6　タワークレーン用制震装置 図─ 6　TSW掘削深度
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（C）大ਂ度ࣄ޻ߌ
地上 300 N の௒高層をࢧえるߌは，৔所ଧͪίϯΫ

リʔト֦ఈߌ（5M#ߌ）で࣠部ܘП2,300～П2,500 NN，
ઌ୺֦ఈܘП 3,400 ～П 4,200 NN，ߌઌ୺は G- ᴷ໿
73 N であった。構ਅபは，高࣠ྗを࣋ࢧするたΊۃ
最大）ࡐް 90 NN）を࢖用した 100 t ，のॏྔでありڃ
௕さは໿ 32 N であったたΊ，෼ׂൖ入するඞཁがあっ
た。઀合にあたっては，ۉ一な༹઀品質が֬อで͖る
λʔχϯάロʔラを࢖用して現৔༹઀するࣄ例が多
い。し͔し，༹઀後の 30 N を௒える௕大構ਅபの建
ͼ༹઀Ϡʔドの֬ٴ，が൐うことݥةにۀ࡞こしىͪ
อがࠔ೉であったたΊ，近๣の޸ߌをར用してઐ用༹
઀Ս୆にてॎ༹͗ܧ઀をߦう޻法を࠾用した（図─
7）。本޻法は，༹઀ྃ׬後に構ਅபを大ܕΫレʔϯ
にてॎ௻りして֘౰本ઃ޸ߌにઃ置をߦうたΊ，ݥة
な௕大・௒ॏྔ構ਅப建ͪىこしۀ࡞はແくなり，特
ผな༹઀Ϡʔドも不ཁとなった。༹઀ٴ࣌ͼ建ࠐみ࣌

のਨ直ਫ਼度の֬อは，༹઀࿪ٴͼ日ࣹによる೤৳ͼを
を用いてϠットܭした上で，新たに改ྑした鉛直ྀߟ
ί上部͔Β構ਅப੡࣌࡞にఈ໘に取り෇͚たλʔήッ
トをܭ測する方法によりߦった。Ճえてܭࣼ܏を併用
し，より高いਨ直ਫ਼度を֬อした（写真─ 7）。

4．おわりに

౰ϓロジΣΫトは，௒高層 ŋ 大ਂ度Ϗϧという͚ͩ
でなく，立地৚݅等͔Βඇৗに೉度の高いࣄ޻であ
る。2014 年य़のάラϯドΦʔϓϯに͚޲，関܎者一
ؙとなって取り組Μでい͖たい。

 

図─ 7　構真柱縦継ぎ溶接・建込み手順

写真─ 7　鉛直計による構真柱建込み制度管理状況
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